
第４学年 算数科（習熟度別学習） 学習指導案

１ 単元名 面積

２ 目標

○ 長方形や正方形の面積を表すことに関心をもち，長方形や正方形の求積公式を利用して，身の回りにあるもの

の面積を進んで求めることができる。 (関)

○ 長方形や正方形の求積の仕方を考えるとともに，工夫して面積を求めることができる。 (考)

○ 求積公式を用いて，いろいろな長方形や正方形の面積を適切な単位を選んで求めることができる (技)

○ 面積の単位である㎠，㎡，㎢，a，ha の概念を知り，長方形や正方形の求積公式を理解することができる。(知)

３ 指導計画（全 10 時間・本時は，第 7 時）

小単元 時 学習内容 まとめ（・）とめざす児童の姿（○）

（課題設定） １ ・花壇の広さ比べによる面積の動

機付け

・広さはもとのいくつ分で考えると比べることができ

る。

○既習事項を生かし，もとにする単位分のいくつ分で

考え，説明することができる。

①面積 ２ ・面積の概念，１㎠の量感 ・面積は１㎠をもとにして考えることができる。

○単位１㎠を用いて，長方形や正方形の面積の求め方

を考え，説明することができる。

３ ・長方形，正方形の面積の求め方

と公式，適用題

・長方形や正方形の面積は，公式を使えば簡単に求め

ることができる。

○既習事項を生かし，長方形と正方形の求積の仕方を

考え，説明することができる。

４ ・１㎡の理解 ・大きい面積は，１㎡のいくつ分かで考えると求める

ことができる。

○㎡を単位とする大きな面積の求め方を考え，説明す

ることができる。

５ ・㎡と㎠の関係，縦と横で長さの

違う面積

・長さの単位がちがう長方形の面積は，単位をそろえ

て計算すればよい。

○面積の単位の関係を調べ，説明することができる。

６ ・㎡の面積づくり（量感），１㎡

の面積探し

②面積の求

め方の工

夫

○7 ・L 字型の図形の面積のいろいろ

な求め方

・長方形や正方形の面積の公式を使うと，いろいろな

図形の面積を求めることができる。

○複合図形の求積の仕方を合成・分解して考え，説明

することができる。

③大きな面

積

８ ・１㎢の理解，㎢と㎡の関係 ・大きい面積は，１㎢のいくつ分かで考えると求める

ことができる。

○㎢を単位とする大きな面積の求め方を考え，説明す

ることができる。

９ ・１a，１ha の理解，a，ha と㎡

の関係

・a，ha で面積を求めるときも，１a，１ha のいくつ

分かで考えると求めることができる。

○a，ha を単位とする大きな面積の求め方を考え，説

明することができる。

④たしかめ

道場

10 ・評価と振り返り



４ 指導上の立場

（１）単元について

本単元に関連ある学習事項は以下のようになる。

（４年）

（５年）

（６年）

本単元は，学習指導要領の内容[B 量と測定]（１）に示された指導事項を受けて設定した。

児童は，これまでに，長さ（２年），かさ（２年），重さ（３年）の学習を通して，測定の原理や普遍単位の

必要性について理解している。本単元では，「広さ」という抽象的な概念について初めて学習する。ここでは，

「広さ」においても，日常的な「広い」「せまい」という主観的な見方から「面積」という概念を通じて数量的

な見方へと切り替えていくことになる。他の量と同じように，面積についても任意単位のいくつ分で表すとい

う操作活動を取り入れながら，その大きさを数値化することのよさに気付かせるようにしたい。その際，算数

的活動を通して，基準となる単位量をしっかり体感することを大切にしていきたい。そして，長方形や正方形

の面積は，基準となる単位量やその個数で表せばよいことから求積公式へと導き，面積が辺の長さを用いた計

算によって求められることを理解することができるようにしたい。

このことが基になり，第５学年での三角形，平行四辺形，台形，ひし形の面積や体積を計算で求めることへ

と発展していく。

（２）児童の実態

略

７ 面積

 ・面積の概念と単位㎠，㎡，㎢，a，

ha
・長方形，正方形の面積の公式

９ 面積

・三角形，一般の四角形，平行四辺形，

台形，ひし形の求積
２ 体積

９ 円の面積

（１） 面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにする。

   ア 面積の単位（平方センチメートル（㎠），平方メートル（㎡），平方キロメートル（㎢））につい

て知ること

イ 正方形及び長方形の面積の求め方を考えること。



（３）研究主題との関連

＜自分の考えをもつ＞

しっかりコース じっくりコース

既習事項の確認

・本単元で必要とされる既習事項をどの程度習得しているかをプレテストなどで確認して，支援に生かす。

・色紙を重ねて，長方形の広さを比べることができる。

・㎝，m，㎞の長さの関係が分かる。

・正方形を組み合わせて作られたいろいろな正方形や長方形のまわりの長さや

広さについて理解することができる。

・矢印などを使って，図と式を関連付けて説明することができる。

課題設定

・長方形部分から少しずつ見せることで，長方形と正

方形に分けることができそうだということに気付

くことができるようする。

・L 字型の図形の出っ張りの部分を隠して長方形の部

分だけまず提示して，その後，隠れていた正方形の

部分を見せることで，本時の課題は複合図形の面積

を求めることであることが理解できるようにする。

自力解決

・自力解決が困難な児童には，どこで区切れば長方形

や正方形の面積の公式が使えるか気付くことがで

きるように助言する。

・「つけたしてひく」方法にも気付くことができるよ

うに，ヒントカードを用意する。

・補助線の長さが分からない児童には，分かっている

辺の長さを使って，計算で求めることができないか

助言する。

・補助線の長さがとれない児童には，図形のカードを

見せることで，長さをとらえることができるように

する。

・複合図形に補助線を引いてから，どうやって計算し

たのかの説明を考えさせることで，その計算の仕方

を順序よく説明することができるようにする。

・補助線を入れるだけでは分かりにくい児童には，色

分けをする支援を行うことで，求積に必要な辺はど

こか，見つけられるようにする。

＜自分の考えを表現し伝え合う＞

しっかりコース じっくりコース

・既習事項をもとに，いろいろな大きさの面積を求め，説明することができるようにする。

・「まず」「次に」「そして」「最後に」などの言葉を使いながら求積の仕方を順序よく説明することができるよ

うにする。

・自分の考えとの共通点や相違点に着目して，話し合うことができるようにする。

・考えた根拠や式の意味を，算数的言語を使って表

現することができるようにする。

・少しずつ説明させることで，どの児童にも説明の機

会を与えるとともに，それぞれの考えを共有するこ

とができるようにする。



６ 本時案（第７時）しっかりコース

目標 複合図形の面積の求め方を考え，説明することができる。

学習活動 主な発問（○）と予想される児童の反応（・） 支援（・）と評価（○）

１ 本時の

課題をつ

かむ。

２ 自力解

決をする。

○今日の学習では，この図形を使います。（半分

ぐらい見せながら）何の図形でしょうか。

・長方形

・階段

○今までの問題と比べて，どこが難しいですか。

・長方形や正方形の形ではない。

○どんな図形だったら面積を求めることができ

ますか。

・長方形

・正方形

○ワークシートに，補助線や必要な長さを書き込

んで，面積を求めましょう。

①たて線で分けてたす

②横線で分けてたす

③つけたしてひく

・Ｌ字型の図形を提示し，前時までの学習と

比べることにより，このままでは面積を求

めることができないことに気付くように

する。

・児童から考えが出にくい場合は，教師が児

童の言葉を補いながら，考え方を引き出し

ていく。

・長方形や正方形の面積を求める公式を使っ

て面積を求めればよいことに気付き，自分

たちでめあてをつくることができるように

する。

・色違いのワークシートを準備することで，

求積することや説明することに集中させな

がら意欲的にいろいろな方法で解くことが

できるようにする。また，いくつの方法で

解くことができたかを把握できるようにす

る。

・求積できた児童には，図形と式を言葉で結

び付けたり，吹き出しや矢印で要点をまと

めたりするなど，より分かりやすく伝える

工夫をするように指示する。

・自力解決が困難な児童には，どこで区切れ

ば長方形や正方形の面積の公式が使える

か気付くことができるように助言する。

・補助線の長さが分からない児童には，分か

っている辺の長さを使って，計算で求める

ことができないか助言する。

・「つけたしてひく」の方法が出ない児童に

は，ないところの長方形を補って見せるこ

とにより，「つけたしてひく」方法に気付

くようにする。

形を工夫して面積の求め方を考え，説明しよう。

問題

次の図形の面積を求めましょ

う。

正方形と長方形に分ける。

８×８＝64

５×２＝10

64＋10＝74

答え．74 ㎠

長方形と長方形に分ける。

３×８＝24

５×10＝50

24＋50＝74

答え．74 ㎠

小さな長方形をつけたし

て，大きな長方形にする。

８×10＝80

３×２＝６

80－６＝74

答え．74 ㎠



３ 話し合

う。

４ 類題を

する。

５ 本時の

まとめを

する。

○友達の考えを聞いて，同じところや違うところ

を見つけましょう。

・長方形の面積を求める公式を使っているところ

が同じです。

・どの考え方も，答えは同じになります。

・長方形や正方形に分けて計算すれば，簡単に計

算で求めることができます。

・たてに分けたところが同じです。

○「つけたしてひく」方法で，面積を求めましょ

う。

①つけたしてひく

○まとめを書きましょう。

・ペアトークをすることで，自分の考えを伝

えたり，友達の考えを理解したりすること

ができるようにする。

・児童の考えを拡大図に書き込むことで，視

覚的にも理解しやすくする。

○Ａ：複合図形の面積の求め方を２種類以上

考え，その考え方を説明することがで

きる。

（考）（ワークシート・発表）

Ｂ：複合図形の面積の求め方を１種類考

え，その考え方を説明することができ

る。

（考）（ワークシート・発表）

・１問目の学習をもとに，説明の文を書いて

面積の求め方を説明できるようにする。

・多様な考えが出た場合は，「分けてたす」

方法より，「つけたしてひく」方法がより

簡単に計算できることに気付くように助

言する。

○Ｂ：複合図形の面積の求め方を考え，説明

することができる。

（考）（ワークシート・発表）

・本時の学習を振り返ることにより，自分の

言葉でまとめを書くことができるように

する。
長方形や正方形に直すと，いろいろな図

形の面積を求めることができる。

類題

次の図形の面積を求めましょう。

小さな長方形

を つ け た し

て，大きな長

方形とする。

４×８＝32

３×３＝９

32－9＝23

答え．23 ㎠



（第７時）じっくりコース

目 標 複合図形の面積の求め方を工夫して考え，その考え方を説明することができる。

学習活動 主な発問（○）と予想される児童の反応（・） 支援（・）と評価（○）

１ 本時の課

題をつかむ。

２ 自力解決

をする。

○この図形の面積を求めることができますか。（L 字

型の図形の，縦長の長方形の部分だけを見せる。）

・できます。長方形の面積の公式を使うといいと思

います。

○長方形の面積を求める公式が言えるかな。

・長方形の面積＝たて×横です。

○では，この図形の面積を求めることができますか。

（L 字型の図形の，左に出っ張った正方形の部分だ

けの図形を見せる。）

・できます。これは正方形の面積の公式を使うとい

いと思います。

○正方形の面積を求める公式が言えるかな。

・正方形の面積＝一辺×一辺です。

○では，この図形の面積を求めることができますか。

（隠していた画用紙を取り，Ｌ字型の図形を見せ

る。）

・できます。長方形と正方形に分けると，この図形

の面積を求めることができます。

○今日はどんなめあてにしようかな。

○長方形や正方形に直してこの図形の面積を求めま

しょう。また，求め方が分かるように矢印も使い

・まず，L 字型の図形に画用紙を重ね

て大部分を隠しておく。そして，だ

んだんと長方形の部分だけ提示した

後，正方形の部分だけを見せ，本時

は，複合図形の面積を求める課題で

あることが理解できるようにする。

・長方形の面積を求める公式や正方形

の面積を求める公式という既習内容

を想起することで，本時の学習に生

かすことができるようにする。

・教師が言葉を補うことで，児童の意

見を取り入れた本時のめあてを作る

ことができるようにする。

・必要な辺の長さを記入したワークシ

ートを準備することで，求積するこ

長方形や正方形に直して，面積の求め方を考え，説明しよう。

問題 次の図形の面積を求めましょう。



３ 話し合う。

ましょう。

【考えア】たて線で分けてたす

・長方形と正方形に分ける。

・８×４＝３２

・３×３＝９

・３２＋９＝４１

答え．４１c ㎡

【考えイ】横線で分けてたす

・長方形と長方形に分ける。

・５×４＝２０

・３×７＝２１

・２０＋２１＝４１

答え．４１c ㎡

【考えウ】つけたしてひく

・小さな長方形をつけたして，

大きな長方形にする。

・８×７＝５６

・５×３＝１５

・５６―１５＝４１

答え．４１c ㎡

○どうやって面積を求めていったか聞いていくよ。

○□□さんは，まず何をしましたか。

・たてに線を引きました。

○どうしてたてに線を引いたのですか。

・長方形と正方形に分けるためです。

○どうして長方形と正方形に分けたのですか。

・どちらも面積を求める公式を習っているので，面

積を求めることができるからです。

○式はどうなりましたか。

・８×４＝３２です。

〇８×４はどこのことですか。

・ここ（長方形を指す）のことです。

〇次の式はどうなりましたか。

・３×３＝９です。

〇３×３はどこのことですか。

・ここ（正方形を指す）のことです。

とや説明することに集中させながら

解くことができるようにする。

・図に番号を書き込んだり矢印を書き

込んだりするように指示をすること

で，図と式を結びつけて考えている

ことをより分かりやすく表現するこ

とができるようにする。

・補助線を入れるだけでは分かりにく

い児童には，色分けした図形のカー

ドを見せる支援を行うことで，求積

に必要な辺はどこか見つけられるよ

うにする。

○Ａ：面積の求め方を２種類以上考え，

その考え方を説明することがで

きる。

（考）（ワークシート・発表）

○Ｂ：面積の求め方を１種類考え，そ

の考え方を説明することができ

る。

（考）（ワークシート・発表）

・少しずつたくさんの児童に説明させ

ることで，どの児童にも説明の機会

を与えるとともに，それぞれの考え

を共有することができるようにす

る。

・図と矢印とを結びつけて計算の仕方

や式を発表させることで，図と式と

その説明を対応させることができる

ようにする。



４ 類題をす

る。

５ 本時のま

とめをする。

〇その次の式はどうなりましたか。

・３２＋９＝４１です。

〇どうして３２と９をたしたのですか。

・長方形や正方形の面積を合わせると，この図形の

面積になるのでたしました。

○ 長方形や正方形に直してこの図形の面積を求め

ましょう。また，求め方が分かるように矢印も使

いましょう。

【考え】横に分けてたす

・正方形と長方形に分ける。

・３×３＝９

・３×９＝２７

・９＋２７＝３６

答え．３６c ㎡

○まとめを書きましょう。

・この問題でも，計算の仕方を説明す

ることができるようにする。

・長方形や正方形に直す考え方を使っ

て計算することができているかどう

か，机間支援をしながら確認し，間

違っている場合は個別指導を行う。

・掲示用の凸字型の図形と式の板書を

用いて計算の仕方を発表させること

で，図と式とその説明を対応させる

ことができるようにする。

○Ｂ：長方形や正方形に直す考え方を

使って面積の求め方を考え，そ

の考え方を説明することができ

る。

（考）（ワークシート・発表）

・児童の意見を取り入れて，全員のま

とめとする。

長方形や正方形に直すと，いろいろな図形の面積を求

めることができる。

問題 長方形や正方形に直す考え方を使って，こ

の図形の面積を求めましょう。（凸型の図形を見

せる。）



じっくりコースとしっかりコースの比較 ４年「面積」

学習活動 じっくりコース しっかりコース

①導入 ・長方形・正方形の面積の公式を確認して，

本時の学習に生かせるようにする。

・Ｌ字型図形の長方形部分・正方形部分を

別々に見せることで，2 つに分けて考え

ると求められそうだという見通しをも

つことができるようにする。

・長方形部分から少しずつ見せることで，

長方形と正方形に分けることができそ

うだということに気付くことができる

ようにする。

②めあて ・長方形や正方形に直して･･･ ・形を工夫して･･･

③自力解決 ・ヒントカードなどを使って支援して，ど

の児童も自力解決できるようにする。

・「補ってひく」方法にも気付くことがで

きるようにヒントカードを用意する。

④話し合い ・少しずつ説明させることで，どの児童に

も説明の機会を与えるとともに，それぞ

れの考えを共有することができるよう

にする。

・まず，ペアトークをすることで，友達の

考えと比較して，相違点・共通点に気付

くことができるようにする。

⑤類題 ・多くの児童にとって考えやすい，「分け

てたす」方法で，答えが求められる問題

を用意する。

・自力解決のときにあまり出なかった「補

ってひく」方法で，答えを求める問題を

用意する。

⑥まとめ ・学習したことを振り返りながら，みんな

で考える。

・各自，自力で考える。（その後で，みん

なで話し合う。）

児童の実態にあった指導をするために

～習熟度別学習～

習ったことが，使えるように。

できそうだ！という見通しをもた

せる。

少し，気付く程度の支援。

本時で何をするか，具体的に示す。 自力で考える余地を多く残す。

つまずきそうなところを予測して，

支援の仕方を考えておく。
多様な考えが出るように支援する。

みんなで，少しずつ，

図と式を関連させながら，

根拠も考えながら

説明できるようにする。

ペアトークで，お互いの考えを比較

して，全体の話し合いへ。

基礎的な考え方の定着を図る。 多様な考え方に挑戦できるように

する。

板書をもとに，みんなで学習を振り

返り，まとめを考える。

板書を工夫するなどして，本時で何が

大切なのか自力でまとめられるよう

にする。


